
 

導入事例
Agilent Technologies ： Cisco MeetingPlace の導入で
年間数百万ドルのコスト削減を実現
Agilent Technologies 社は 1999 年に Hewlett-Packard 社から独立したのとほぼ同時に、 音声通信コス トの削減策と して IP ト ラン

キング ソ リ ューシ ョ ンを検討し始めました。 同社の社内音声通信の大部分が会議や打ち合わせによるものと判明し、 大幅なコ

ス ト削減が見込まれました。 そこで、 Agilent 社は Latitude Communications （現在のシスコシステムズ） と協力して、 会議によ

る通信に対応した Voice over IP （VoIP） ソ リ ューシ ョ ンを開発しました。 2003 年には、 グローバルなデータ / 音声通信を再構

築するための第一段階と して、 Cisco® MeetingPlace をベース と した VoIP ト ランキング ソ リ ューシ ョ ンが完成しました。

Cisco MeetingPlace は、 統合型のリ ッチメディア会議ソ リ ューシ ョ ン （Web 会議や音声会議など） です。 ネッ ト ワーク （ファ イ

アウォールの内側にある社内の音声ネッ ト ワークおよびデータ  ネッ ト ワーク） 上にて優れたセキュ リ テ ィ、 信頼性、 拡張性、

アプ リ ケーシ ョ ン統合機能、およびコス ト効率を実現します。シスコによる IP コ ミ ュニケーシ ョ ン システムの一部である Cisco
MeetingPlace を使用する と、 従来のソ リ ューシ ョ ンよ り も さ らに大幅なコス ト節減が可能です。 Cisco MeetingPlace は、 既存の

企業データ  ネッ ト ワーク （IP） と PSTN （公衆交換電話網） の音声ネッ ト ワークを活用して、 交通費や毎月の会議費用などを

大幅に削減します。

シスコによる IP コ ミ ュニケーシ ョ ンは、 音声、 映像、 およびその他の協調型アプリ ケーシ ョ ンを、 インテ リジェン ト なネッ ト

ワーク  ソ リ ューシ ョ ンへ安全かつ円滑に統合するエンタープライズ レベルのシステムです。 IP テレフォニー、 ユニファイ ド

メ ッセージング、 音声メ ッセージング、 リ ッチメディア会議、 カスタマー コンタ ク ト などのソ リ ューシ ョ ンがあ り、 組織の IP
ネッ ト ワークの機能、 復元力、 および柔軟性を最大限に活用します。 また、 これらのソ リ ューシ ョ ンはインテ リ ジェン ト な機

能を最初から備えているため、 不具合の解決、 ト ランザクシ ョ ンの実行、 タスクの処理などを自動化する際にも役立ちます。

困難な経済情勢により VoIP の魅力が向上

Agilent 社が VoIP に注目し始めたのは、 必要に迫られたためでした。 2000 年、 IT 業界は経済的な不況に直面し、 Agilent 社の業

務と同社の従業員は 3 分の 1 減少しました。 コス ト削減と効率化を模索する中で、 Agilent 社の経営陣は同社の外国との音声通

信が毎月莫大な出費を生み出しているこ とに注目しました。

2002 年、 Agilent 社はシスコに、 VoIP システムに関する提案を依頼しました。 VoIP は最適なタイ ミ ングで登場した最適な技術

で、 Agilent 社のグローバル ビジネスの Return on Investment （ROI; 投資収益率） を大幅に改善するものでした。 そして VoIP を

使用して、 Agilent 社は毎年数百万ドルを節約できるよ うになり ました。

コス ト削減対象の検討

2003 年の初め、 Agilent 社は同社の北米地域、 アジア太平洋地域、 および EMEA （欧州、 中東、 アフ リ カ） 地域の施設や顧客間

における音声通信コス トの削減手段を評価するために、 国際的なタスクフォースを編成しました。

ネッ ト ワーク  エンジニアの Pete Kimball 氏は、米国に拠点を置く タスクフォースの中心的なメンバーでした。 「私たちは幅広い

プロジェク ト  ルールに適合する VoIP ソ リ ューシ ョ ンを求めていました。基本的に VoIP ソ リ ューシ ョ ンを社内の WAN に限定

して、 短期間で大きな投資収益を実現する必要があ り ました」 と、 Kimball 氏は述べています。 Agilent 社にとって最も速く最

も大幅なコス ト削減が実現可能な分野を見極めるために、 タスクフォースは最初に、 包括的かつ集中的な意見交換を複数回に

わたって行い、 その後大規模な業務分析を数回行いました。

「当社の音声通信コス トは毎年数百万ドルにも上っていました。 そのコス トは、 Cisco MeetingPlace を使用するだけで 50 パーセ

ン ト以上削減できました。VoIP を使用すれば、さ らにコス ト削減を上積みできる と判断しました」と、Kimball 氏は述べています。
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最適なパートナーとソリューシ ョ ン

Agilent 社は、VoIP によるコス ト削減を実現する上で、会議に関する通信を新しいソ リ ューシ ョ ンに移行するこ とが不可欠であ

る と判断し、 IP 環境における会議ソ リ ューシ ョ ンを提供する、 専門技術を持ったパー ト ナー探し を始めま した。 Cisco
MeetingPlace の IP による音声処理と呼制御機能は、 Cisco CallManager などの最新の IP 処理システムだけでなく、 従来の PSTN
と も併用できます。 統合 IP ネッ ト ワークを使用する と、 コス ト削減が可能で、 PSTN や PBX （構内交換機） だけでは対応でき

ない高度なアプリ ケーシ ョ ンも実現できるよ うになり ます。

「タスクフォースは、 各ベンダーとその製品について当然十分に調べました。 私たちは優れた各種技術を比較し、 サポート され

ているサービスの種類と質、 ソ リ ューシ ョ ンが在宅勤務に対応可能か、本稼働までに必要な時間などについても検討しました」

と、 Kimball 氏は述べています。

Agilent 社は最初に、 各 VoIP ソ リ ューシ ョ ンの技術上の特長を調べました。 「中央集中型のシステムと分散型のシステムの比較

評価、 パケッ ト損失と往復遅延の可能性の調査、 および各種圧縮方式の検討を行いました。 私たちは、 設備の充実した Agilent
Labsを使って大半の試験を行いました。技術的にはCisco MeetingPlaceが圧倒的に優れていました」と、Kimball氏は述べています。

また、 シスコの社員と経営陣のコ ミ ッ ト メ ン トに加えて、 システムの拡張を容易にするマネージド  サービスが用意されている

点は、 シスコ製品の技術的な優位性と同様に重要でした。

Agilent 社は、 7 つの特性 （技術、 品質、 即応性、 製品やサービスの提供、 コス ト、 環境、 およびビジネス） に基づいてパート

ナーを評価しました。 「ソ リ ューシ ョ ンが安定しているかど うか、 問題に迅速に対応してもらえるかど うか、必要なと きに必要

なものを入手できるかど うか、 パートナーの企業文化やビジネス  センスが当社に合うかど うかなど、 パートナー各社の性格を

把握する必要があ り ました。 この評価でも、 シスコが 1 番でした」 と、 Kimball 氏は語り ます。

今後の展開

これまでのと ころ、 Agilent 社のコス ト削減第一段階では ROI の目標値を満たしています。 コス ト削減への取り組みは始まった

ばかりです。 Agilent 社は 2003 年の下半期にコス ト削減計画の第二段階を開始しました。 現在 Agilent 社は、 Voice over Frame
Relay （VoFR） ネッ ト ワークの VoIP への置き換え、 ハブ サイ ト以外のサイ トへの VoIP と Time Division Multiplexing （TDM; 時
分割多重） の展開、 Cisco MeetingPlace のネイティブ IP 接続への移行、および数千のホーム オフ ィ スの VoIP ネッ ト ワークへの

統合に取り組んでいます。
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